
これからの部活動改革の方向性
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なぜ、部活動改革を進める必要性があるのか

令和7年度学校基本統計速報より

本県中学生人口の推移



なぜ、部活動改革を進める必要性があるのか

県中体連、県高体連調査より

高等学校中学校運動部

加入率部員数（人）加入率部員数（人）年度

56.7%17,97972.7%23,890平成27年度

54.1%16,14170.0%21,169令和2年度

54.0%15,08164.4%18,313令和7年度

本県中学生の部員数及び運動部活動加入率



なぜ、部活動改革を進める必要性があるのか

スポーツ庁資料抜粋
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部活動改革の方向性

スポーツ庁資料抜粋



・スポーツ・文化芸術・科学等の楽しさや喜びを味わい、生
涯にわたって豊かな活動を継続する資質や能力を育てる。
・体力の向上や健康の増進、感性・創造性・表現力
の育成につながる。
・自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成する。
・自己の力の確認、努力による達成感、充実感をもたらす。
・互いに競い、励まし、協力する中で友情を深めるとともに、
学級や学年を離れて仲間や指導者と密接に触れ合うことによ
り学級内とは異なる人間関係の形成につながる。

「部活動改革及び地域クラブ活動の推進に関する総合的なガイドライン」より抜粋



・生徒のニーズに応じた多種多様な体験（複数の競技種目
等に取り組むマルチスポーツや総合文化芸術、スポーツと
文化芸術の融合、レクリエーション的な活動等を含む。）

・生徒の個性・得意分野等の尊重
・学校等の垣根を越えた仲間とのつながり創出
・地域の様々な人や幅広い世代との豊かな交流
・適切な資質・能力を備えた指導者による良質な指導
・学校段階にとらわれない継続的な活動（引退のない継続
的な活動）及び地域クラブ活動の指導者による一貫的な
指導 等

「部活動改革及び地域クラブ活動の推進に関する総合的なガイドライン」より抜粋
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石川県の取組状況

石川県の主な取組
・地域クラブ活動指導者研修
・市町全体協議会
・１９市町ヒアリング
・部活動地域展開シンポジウム 等で市町を伴走支援

実施市町事 業年 度期 間

５市町

国実証事業

令和５年度
令和５年度

～
令和７年度

改革推進期間 １２市町令和６年度

１３市町令和７年度

１６市町国補助事業令和８年度
令和８年度

～
令和１３年度

改革実行期間



石川県の取組状況

市 町種 類休日の地域展開完了

加賀市 小松市 かほく市 中能登町 能登町運動部
令和７年度

加賀市 川北町 かほく市 穴水町 能登町 珠洲市文化部

市 町種 類休日の地域展開完了予定

内灘町 七尾市 穴水町 珠洲市運動部
令和８年度

小松市 内灘町文化部



石川県内市町の主な課題

市町数主な課題市町数主な課題

２関係団体との連携１９指導者の量の確保

１生徒の実施機会の格差７財源確保

１部活動の廃部５活動場所の確保・調整

１推進計画等の策定４移動手段の確保

１学校との連携３関係者への周知・理解

１コーディネーターの確保３指導者の育成

１少子化による団体競技の
維持３体制づくり

１指導者と保護者の連携２受け皿団体の確保

１合同開催による学校ごと
の方針やレベルの差異２指導者の質の確保



生徒
○選択肢が拡大
○専門的な指導者受けられる
△通うのが大変
△活動時間が遅い（平日）

保護者
○部活動にない種目ができる
○指導者の体制が変わらず安心
△送迎が大変
△部活動よりも経費がかかる

地域・指導者
○種目を維持できる
○地域の活性化のつながる
○やりがいがある
△指導者も仕事があり負担がある
△事務作業が多い

教員
○授業準備がしっかりとできる
○勤務時間を意識するようになった
△子どもの活動が見えない
△地域クラブとの連携のしかた

取組地域の成果と課題
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①【福祉的な視点】
地域の子供たちの

居場所づくりの担い手

②【教育的な視点】
スポーツや文化活動を通した
心身の成⾧のサポーター

③【社会創造の視点】
まちづくり・関係づくり
文化の継承と普及の推進者

④【競技的な視点】
競技力やパフォーマンス力の
向上を促進するコーチ

最後に



意識改革
・「部活動改革」は意識
改革が重要

・全ての関係者が自分事
として取り組む

・ポジティブシンキング
で新しいことにチャレ
ンジし、創出を！

最後に

チャンス
・スポーツ・文化芸術団
体にとっては、千載一
遇のチャンス到来！

・競技団体は愛好者を増
やす絶好の機会

・地域と連携し、社会的
存在意義を高めて団体
が発展する機会

共通の目標
・〔子供たちのため〕
という目標や目的は
共通しているはず！

・多様な主体の関係者
が「対話」と「連
携」で課題解決を！

新潟県スポーツ協会資料抜粋



「地域の最適解は地域にある。それぞれの地域ごと
に違うようなクラブ運営が行われる必要があると
思っていますし、金太郎飴のように同じような形の
地域クラブばかりではない。むしろ、そういう形
じゃないほうが永続性もあるし、将来の持続可能性
もあると思っています。」

スポーツ庁地域スポーツクラブアドバイザー
友添 秀則 環太平洋大学体育学部教授

最後に



部活動が変わる、未来が広がる。

ご清聴ありがとうございました。

最後に


